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卽
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藤
，塚
村
の‘I

般
的
な
規
模
は
ヽ
我

 々

.が
嘗
つ
て
取
扱
つ
た
周
邊
霞
に
此
べ
、
遙.
 

が
に
優
れ
て
ゐ
た
と.考
へ
ら
れ
る
。
然
し
、

'そ
の
生
產
力
に
つ
い
ても
、

こ
れ
と
同
様
な 

事
柄
が
：い
ひ
得
る
や
否
.や
は
甚
だ

疑

は

し 

い
。
何
故
な
ら
ば
、
藤
塚
村̂
は

上

*
中
田

 

.
が
备
ぐ
み
.ら
れ
ず
、パ
耕
地
の
大
部
分
が
中

•

:

下
畑
I

特
に
下
畑
1

に
集
中
さ
れ
て
ゐ
る
と 

,同
時
に
、
他
の
幾
種
か
の
土
地'も
、
，農
業
生 

乘
へ
，の.代
替
性
を
缺
.い
て
ゐ
た
'
か
ら

'で
あ 

る
/0

い
士
、..
こ
_の
點
に
'
つ
、
い

で

、
'更

に

立

ち

.

.
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入
づ
た
考
察
を
加
べ
て
み
や
ぅ
。*

ひ
、_,
 

'
籠
村
の
田
種
別
比
率
と
石
盛
と
が.、前
掲r

關 

.

東
農
村
の
史
的
研
究」

..に
示
さ
れ
て
ゐ
る
の 

セ
、
こ
れ
と
藤
塚
种
と
.を
此
較
す
れ
ば
第
一
一

■
表
；の
逋
り
で
あ
る
。
. .

こ
\

に
示
さ
れ
た
約
六
五̂

に
及
ぶ
中•

.
 

下
田
の
'偏
在
は
、
右
盛
.の
差
異
を
考
慮
し
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も
、
藤
塚
村
に
於
け
る
生
産
力
の
貧
弱
さ
を
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國
葛
郡
藤
塚
村
は
：
彭
子
ロ
 
♦

赤
沼
，の
一

J

村
.と
共
に
、(

現
在
：の
椅
王
縣
此
葛
飾
郡
豐
野
村
に
屬
し
、
さ
き
に
、
我
.々

：が
一
應
の
調 

I

T

へ
た
向
郡
樋
能
衬
に
近
接
す
る
村
落
で
あ
る
。
從
o

て
、
ぃ
藤
塚
，.樋
飽
の
兩
村
を
結
ぶ
諸
關
係
に
っ
い
て
は
、
旣

に

「

關
東
農
け 

の

史

的

硏

究

黛
S

)
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三
田
學
會
雜f

第
四
i. f

號)
に
於
て
言
及
さ
れ
、
更
に
、
そ
れ
筹
の
幾
っ
：か
が
、
單
な
る
地
理
的
闢 

軸
の
域
を
超
へ
る
も
の
で
あ
っ.寒

實

も

.指
摘
さ
れ
て
ゐ
る
ノ
そ
れ
故
、
藤
塚
村
の
性
格
を
樋
籠
.村
乃
至
そ
れ
に
近
接
す
る

村
落
と
の

對 

.
比
に
於
て
捉
へ
る
こ
と
は
、
資
料
的
不
足
を
託
.っ
我
：.々

に
と
っ
て
最
も
有
効
な

^

方
法
と
い
ふ
こ
と
が
出
來
や
ぅ
。
、
以T .

こ

の

觀
點
に 

沿
ふ
て
硏
究
を
進
め
，て
衍
く
こ
と.と
す
る
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扨
て
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冗
祿
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丑
'年
武
蔵
國
葛
飾
郡
藤
塚
村
御
檢
地
水
帳
.：

(

四
册)」
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こ
れ
は
、
藤
塚
村
の
槪
要
を
知
る
最
古
の
資
料
と
考
ヘ 

ら
れ
る——

に
ょ
れ
ば
、
當
時
の
.村
高
は
六
六
七
石
九
斗
ニ
升
三
合
で
あ
っ
て
、：
そ
の
詳

^̂

第
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く
であ
るo 
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—人當9、平均 
所 有 面 橫

1反0献8步
[■第四表•规地所有面稱別 

人數j
元祿10苹1 反末滿 • 65人

1反 〜 3反‘ 80A 一人當リ平均 
所 有 面 橫

0町9反4畝

3反 〜 5反 4 A 5反 未 滿 25入

ハ.6反 〜 反 ' ， 0人 6反 .〜 .1町 43人

7反 々 1町 1人 it町 .〜 2町 25人

1 W 以上 0A 2町 〜 3町 4人

針 70人 8町 〜 .+ 8町 3人

(註) 第四 • 五 • 六表共， 

丹心，阿彌陀寺，東國寺 ' 

を含む。 ノ

6 町 以 上 0

. 計 . •99人

反_'ブ.6反 11人

6反 〜.7反 14 A

7反〜 :8反 5人

! 8反 〜 9反 10A

9反 〜 1町 3人

計
招人

の
そ
れ
と
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か
な
り
の
距
た
り
が
感
ぜ
ら
れ
る
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こ
で
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第
三
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を
ょ
り
詳
細
に
檢
討
す
る
な
ら
ば
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こ
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傾
向
の
意
外
に
强
か
つ

た
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
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を
揭
げ
て
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卽
ち
、
絕
對
的
に
不
足
す
る
田
地

の
細
分
は
、
所
詮
避
け
ら
れ
な
か

つ
た
と
し
て
も
、
■畑
地
所
有
苕
の

約
六
五
^

が
、
平
均
所
有
面
積
を

.•割
つ
て
ゐ
る
事
實
は
極
め
て
印
象

的
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
我
々
は
、

こ
れ
等
の
現
象
を
フ
單
に
耕
作#
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在
に
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る
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.
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產
様
式
の
相
違
を
も
含
め
て
、
.藤
痛
村
の
基
本
的
問
題
と
し
て
理
解
し
な
け
れ 
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饭
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六

电

ば

な

ら

な

い
0

こ
の
場
合
、
次
の
事‘柄
ば
尠
な
か
ら
ざ
る
意
義
を
.持
つ
も
の
と 

.

.

革

I
-

へ
考
ベ
ら
れ
る
。
そ

の

第•
は
、
前
記
檢
地
帳.に
記
さ
れ
た
.名
前
の
中
で
、，明
ら
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に
武
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的
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と
目
さ
れ
る
兵
庫
、
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、
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助
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積
の
所
有
者
と
し
て
現
は
れ
て
ゐ
：る
。
'加
之
、
彼
等
は
、
：
名
主.で
あ
る
次
兵
衞
、
源
右
衛
門
と
共
に
、
.檢
地
案
內
役
と
し
て
も
名
を
列
ら 

ね
て
ゐ
た
？.他
方
、
こ
の
時
：に
於
て■、
，地
借
百
姓
と
確
認
し
得
る
人
々.は
ニ
名
で
あ
る
。•第
^

文

：ー
；
ー
年
；
：

(

：マ
七
三
六
年》

ー.に
指
故
さ
&

た
村
明
細
帳
の
'1
&

事
で
あ
る
^
^

第六表•田地所有面橫別人
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M
v
r
t

m  ニ 表 」

元祿10年 （1697年)

，「第 三 表 』田•畑反別所有者數

.元 祿 1 0年

m  ' 別‘ 所有者數 備 考

5反 未 ，滿 20 疴彌陀寺ヲ全，
丹 心 プ 首 ム 0 *

5反〜 1町 43 東國寺ヲ含ム。

* 1町〜 2、町 29. . . . 、

2町〜 / 3町 4 、/:

；3町〜 4町 ’
• ■

;：■ ■

5町〜 7町 :

?町〜:10町 0 /

計 99

(註） 本表には屋敷地を合まない。
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註
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.

物
語
る
も
の
と̂

は
ざ
る
を
得
な
い,°
.こ
の
こ
.と
は
、
軿
地
の
平
均
反
當
收
獲
量
が
田
地
：

.五
斗
三
升
餘
、
：.畑
地
五
斗
五
升
餘
で
あ
る
事
實 

か
ら
も
容
易
に
推
測
す
る
こ.と
が
出
來
る
。

_

と
：：こ
ろ
ヤ
、.
か
X

る
二
般
的
事
情
を
背
景
と
す
る
藤
塚
村
の
社
會
權
成
は
ど
.の
や
ぅ
で
あ
つ

た
ら
ぅ
か
。

,.

:■

っ

、

：

-:
'
.
.
' 

.

.

ま
ず
、
土
地
所
有
の
狀
況
で
，あ
る
が
、
、
こ
れ
は
、

..

前
記
檢
地
帳
に
記
さ
れ
た
名
前
を
、.一：
應
、

現
實
の
土
地
所
有
苕
と
認
定
す
る
限

(

I

〕 

.

り
、
槪
ね
第
三
表
の
如

v

と
な
る
。
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こ
れ
に
據
れ
ば
、
藤
塚
村
に
は
、
さ
し
■た
る
大
土
地
所
有
者
も
み
ら
れ
な
い
反
面
、

.「

町
ま
*

の
.土
地
を
持
つ
人
々
の
數
は
全
體
の
約
六.
 

三
^

に
及
ん
で
ゐ
る
。
こ
み
數
字
は
、.一
人
當
り
の
平
均
耕
地
面
積
九
反
六
锨
餘
と
.1

致
す
る
も
の
，で
あ
る
が
。
我
々
め
知
る
周
邊
村
落
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六

四
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ニ
六
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ニ
軒(

本
西
姓
一
四
七
軒
、
地
借
酉
姓
五
軒

〕

.
馬
四
五
匹

•
秣
場

•
御
林
な
し
、
と
書
か
れ
て
ゐ
る
。
更
に
、
藤
塚
村
が
大
麥
等
を
市 

場
販
寶
を
目
的
ど

Iィ
て
作
り
、
：從

.っ

.て
、
.金
肥
の
■
用
が
廣
汎
に
普
及
し

y

ゐ
た0

と
.も
窺
知
出

%
る
'
。
^

以
上
か
ら
、
：我
々
，は
、パ
さ
き
に
提
出
し
龙
課
題
へ
.
.
：の
答
を
も
含.め
.、.ぺ
元
.齡
期
欠
於
げ
る
藤
塚
村
の
態
容
を
次
の
如
く
想
_定
す
る
0
 

:細

地

の

著

し
. ^

侷
夜
に
凝
集
さ
れ
た
藤
塚
村
め
：自
然
的
制
約
は
、
，生
產
ヵ

0

伸
張
を
担
み
、
可
軿
地
の
絕
對
的
不
足
嘉
し
た
。
.換
言 

す
れ
ば
、
藤
塚
村
は
、1
.般
的
規
模
と
生
産
力
と
の.唾
離
に
ょ
づ
て
常
に
脅
か
さ
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
生
產
性
高
揭
ヘ
の
努
力
が
、

こ 

の
危
聰
を
.完

全

に

克

服

し
. #

た
と
は
思
へ
な
い
。..■
こ
の
阅
蛤
曆
の
分
化
は
進
展
し
た
。
，そ
れ
は
、
消
費
都
市
江
戶
、
或
ひ
は
、
.宿
驛
粕 

壁
と
.の
地
'理
的
條
件
か
ら
み
て
も
、

更
に.は
亦
.、
'市
場
生
產
へ
の
企
圖
に
ょ
っ.て
も
、.
か
な
り
撒
し
か
っ
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。.
.
然 

し
、
こ
れ
と
て
も
、‘藤
塚
村
の
基
底
を
徭
り
動
か
す
ま.で
に
は
至
ら
な
；か
っ
た
の
で
あ^ -

ぅ
。
そ
れ
故
、
際
、だ
っ
だ
大
土
地
所
有#.
も
出 

現
せ
ず
、
；
且
、
，
舊
階
凝
に
厲
す
る
人
：々

ぱ
：、
經
濟
的
地
位
の
低
下
に
喘
へ
ぎ
な
が
ち
も
、
滅
び
ゆ
く
支
配
力
を
誠
る
程
度
維
持
す
る
こ
と 

が
相
來
た
の
で
は
あ
る
ま
い.か
。
こ̂

意
味
が
ら
す
れ
ば
、
一
兀
：祿
期
の
藤
，塚
村
は
、
迫
ゥ
來
?)
•
激

變

を

激

期

し

っ

っ

、
‘
.
一

應

の

靜

的

狀

態 

に
置
か
'れ
て
ゐ
た
と
い.ふ
こ
と
が
出
來
や
ぅ
。
;
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村.は
松
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領
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あ
る
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こ
れ
.

は'、

村

高
&

米)

.に
て
.耕
地
.面
橫
•を
：除
し
た

結
果
で
あ
る
。
‘
樋
龍
村
等
と
，の
比
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域

上

に

ょ

れ

ば

、
藤
«.
村

に

龙

け

る

治

水
0.
自
的
は
ハ
：村

落

全

般
5

旦
：る

生

產

カ

の

維

持

と

、

村

民

個

々

の

生

活

擁

護

と

：に
置
か
れ
て
ゐ 

た
に

も

掏

ち

ず
、
-.
'
.兩

葙

0.
.刹

«
は
、

*

.,
^
し

*%
,ー.
.致

-:
^
る

と

は

限

ら

な

が
0

た

。；

そ

れ

故

、

.兩
者

の

調

盤

激

に

對

外

的

接

渉

を

も

含

め 

て
、

治

水

そ

れ

自

體

が

、
.
藤

塚

村

の
.負

擔

を

著
'̂

く

墦

大

さ

せ

た

こ

と

は

否

定

出

來

な

い

。.
：こ
，の

從

來

の

治

水

政

策

は

、
全
面
的 

否

宛

の

食

嫌
,̂

舉

む

、
•强

烈

％
批

制

を

招
X

に

至
つ
た
。，
#

^

て

、

'「
g

內

古

川

堀

繼

J
'

の
如
：き

大

エ
«-
|̂

、
一

i

係

村

落

で

あ

る

藤

塚

村 

に
_
於

て

、
«

爭
.の
«

を
播
い
.た

の

も

鸯

し

避

け

難

い

運
.̂

と
：い
'

4
外

は

な

い

。

む

し

ろ

、

問

題

は

、
.
こ
の

係

爭

が
’

さ

き

に

述

べ

，
た

形

態
 

を

採

る
に

至
や

た
‘理

由

ぐ

及

び
’

そ

の

經

緯

に

あ

ゐ

と

考

へ

る

。

:
■
:

.

'V

.次
に

、：

第

一

つ

；.た

「

夫

食」

麵

に

「

御

傳

馬

役」

に

つ

い

て

で

ふ

る

が

、
■こ
れ
等
の
詳
細
は
何

等
知

る
こ
.
と
が
出 

来
な
い
.？
.，强
ひ
'て
W

へ
ば
、
前

者

ば

、

天

保

六

年

：(

！
八
1
象

年

)
〉

以

降
、

«

々
と
來

後

#

に
關

し

て

は

、

藤

塚

村

が

、
r白
光

撖

填

に

沿

ふ

宿
驛
紙
壁

に

對

し

、

助

鄕
0

任
に
あ
づ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
に
把
め
る
。
、
第
四
の 

「

御

鷹
追」

に
.つ
い
て
も
、
知

り

得

る

こ
と
は
.極
め
て
.僅

か

で

あ
る
が
、
と
れ
も

亦

、
■村

の

負

撸

と
し
て
輕
視
出

來

な
い
も
の
.
.
.で
あ
つ
た
。 

こ
の
こ
と
は
、
文

政

元

寅

年

(
T

八
：

1
:

八

辱

^
^
^

r

 

內

濟

之

趣

竄

左

之

通

べ
:

;

.
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'

:

:

.

'

V
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:
'
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つ

，:
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:
ノ 

ニ
武
藏
下
總
兩
國
椅
玉
足
立
葛
飾
.三
郡
之
內
騎
®-
鳥
中
川
邊
您
新
田
幸
手
庄
內
淑
せ
成
鄕
半
敢
山
馨
新
方
岩
槻
右
拾
壹
ヶ
領
石
高
拾
四
萬
石
餘
贰
百
八 

拾
四
ヶ
村
パ
前
々
々
戸
田
五
介
樺
包
御
捉
飼
揚
ニ
而
.野
週
リ
之
者
當
時
八
人
往
古
者
領
限
タ)

ー
被
仰
仗
罷
在
外
得
共
自
然
與
領
々
村
順
石
高
割
右
高
ニ 

順
シ
村
分
致
相
勤
ゅ
樣
成
行
然
ル
處
又
外
近
年
右
領
々
_之
內
夫
々
江
割
合
懸
リ
場
.—
致
獄
右-

I

付
御
輝
方
樣
御
越
齋
遊
け
節
时
連
之
領
內
激
大
勢
龍
越

い

村
々
二
M

無
賃
人
足
又
者
旅
宿
賄
足
錢
多
分
相
©

リ
致
難
儀
外
出
^
立
沐
得
共
右
拾
壹
ヶ
領
之
義
ハ
當
時
野
廻
リ
八
人
ラ
而
相
勤
是
郁
左
入
會
廻
リ
場 

モ
有
之
外
處
乳
後
廻
リ
場
割
替
被
仰
付
卟
義
も
御
座
卟
得
共
是
以
野
廻
リ
共
差
略
-

不
相
成
義
ニ
付
.一

頷
限
持
場
割
領
々
村
順
石
高
割
持
場
二
割
替
VK 

義
此
節
者
不
相
成
㈧

得
共
野
廼
リ
共」

同
相
談
之
上
.以
来
順
々
村
分
致
懸
リ
，場

-ー
相
成
眇
樣
可
申
立
且
御
鹰
方
樣
御
作
略
之
御
方
樣
江
付
添
御
用
向
御 

.

.差
a

一一
 

隨
ひ
御
同
人
様
方
御
繼
場
興
外
御
用
a

馬
之
義
村
々
難
義
一
一
不
相
成
樣
申
立
取
斗
且
亦
鶴
御
捉
飼
中
幷
宿
町
之
儀
者
格
別
其
外
御
捉
飼
之
節
ハ 

懸
場
野
廻
リ
壹
人1「

而
手
廼
リ
兼
外
節
ハ
同
役
之
內
壹
兩
人
宛
相
互Y>.

賴
合
御
差
支
無
之
様
相
勤
可
申
外
猶
亦
當
時
者
野
週
.リ
、
之

者

相

近二込
合
有
之 

外
間
向
後
芮
氣
其
外 

>ー
而
引
役
致
外
ハ
ハ
其
時
々
相
直
シ
往
々
ぐ
懸
リ
場
限
リ
村
々
之
內)

ー
而
見
立
ロ
相
近
江
込
合
不
申
ゆ
檬
可
和
立
11

>
答 

r

御
锶
方
機
御
旅
宿
之
義
野
廻
リ
懸
リ
場
限
リ
村
.々
之
內 

>ー
而
：調
役
相
立
置
其
者
方
二
而
何
歡
ケ
村
二 

共
帳
面
江
ロ
取
致
村
限
リ
石
高
相
記
置
且
野 

廻
リ
之
者
ハ
折
々
^

合
甲
乙
_不
相
成
樣
御
宿
割
'申
立
御
宿
被
仰
付
外
村
方
者
御
姓
名
ハ
勿
論
何
月
御
成
日
夕
ぶ
同
御
成
日
朝
迄
何
夜
御

'|
6
與
書
付
ニ
致 

シ
其
時
々
.懸
リ
場
野
麵
リ
幷
調
役
之
方(

江
> 

相屆や三月之內磨遯リ幷調役者

T

同
會
し
合
之
上
所
持
.之
帳
面
突
合
拾
壹

ヶ
領
贰
百
八
拾
四 

.ヶ
村
之
内
宿
々
町
々:

之
：義
者
相
除
其
餘
村

々
ハ
大
村
小
村
之
差
別1

一' 
不
拘
村
>

(

高)

當
リ
成
丈
.甲
な
無
之
樣
致
若
其
外
節
不
足
ニ
相
成

H
分

、
ノ

追

々
平 

均
モ
相
成
屮
锇
野
廼
リ
之
者
一
同
_
合
示
談
'之
.上
御
宿
割
御
差
略
相
隞
聊
モ
.依
估
矗
負
之
‘取
斗
致
間
敷
外
醬
--
'
.

」
〜

1

下
見
之
義
右
拾
壹
ク
領
贰
百
.八
拾
四
-々
村
パ
前
々
ぶ
無
之
處
當
ま
拾
>
年
以
前
野
廻
リ
，之
內
齡
身
之
者
有
之
步
行
成
#
御
用
向
御
差
支
右
ニ
付
初
而
下 

見
名
付
其
者
之
替
1ー
差
出
爲
相
勤
然
外
所
其
後
-
1相
成
外
得
共
病
身
>ー_
之
者
,%
銘
々
下
見
'召
抱
連
步
ー
ボ
'樣
成
行
自
然
與
大
勢
ー
乐
一
一
隨
ひ
無 

賃
人
足
.潘
勿
論
旅
宿
賭
入
用
多
分
^
>相
懸
5
1統
村
.々
.難
务
仕
扑
段
电
立
相
手
？

而
享
保
.年
；中
ぶ
.ロ
々
之
.同
役
典
.ー
同
下
見
埤
來
外
旨
申
立
外
處 

今
般
其
飯
江
も
_
立
右
.領
懸
リ
瘍
野
：廻
リ
共
義
者
下
見
之
者
不
差
出
皆
半
£

外
普
.'
-
'
'
'
-
■:.

a
.又
野
廻
リ
之
者
病
氣
又
者
無
餘
義
筋>

一.而
坩
勸
難
成
外
節
者
同
.役
之
內
二
而
9®

° ?
一
 
賴
合
御
鐵
支
>ー
部
相
成
樣
示
談
之
上
相
勒
外
箸
3 

1

辨
當
持
之
義
御
膽
方
樣
江
付
添
御
m
:向
相
勒
ゆ
節
野
廻
リ
辨
當
差
替
共
御
同
人
樣
方
江
御
響
持
人
足
江
爲
持
差
支
無
之
：樣
村
.々
二
M

5

旨
毛
其
節 

1ー
中
立
取
極
冲 

.

.
_
•
,
-
- 

' 

.

.

. 

.

1

戶
田
五
介
樣
御
組
野
廻
リ
の
.も
.の
兩
掛
幷
文
通
共
無
賃
人
足
是
前
ぶ
遺
來
外
處
以
來
御
騰
方
樣
江
付
添
御
用
向
相
勤
外
節
往
返
共
御
宿
替
之
節
斗
リ
野 

廻
リ
兩
掛
*■
何
無
賃
人
足
}ー.而
.繼
立
且
野
廻
リ
ぶ
同
役
興
外
文
通
，之
儀
ハ
，.全
御
用
筋
村
々
ー
-而
相
分
リ
外
樣
開
.狀
ニ
致
差
出
^
分
.ハ
是
又
無
賃
人
足
に 

繼
送
リ
野
廻
•リ
々
差
出
シ
外
封
狀
之
分
ハ
一
切
繼
送
不
申
箬 
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以
上
の
說
叻
を
通
じ
て
、
我
々
は
、
こ
の
蕻
件
の
特
徵
を
次
の
如
く
指
摘
す
る
。

 

，

H

兩
者
の
申
立
は
完
金
な
背
馳
を
示̂
て
ゐ
る
に
も
拘
ら
ず
、'表
面
的
に
は
曖
昧
な
點
を.見
出
す
.こ
と
.は
出
來
な
い
。

，

.

E

名
主
に
ょ
る
.横

領

容

疑

の

義

は

、
夫
々
、

一
三
四
貫
文
餘
、

'
.拾
三
兩
三
分
ニ
朱
で
あ
っ
て
、
金
額
と
じ
て
ノ
は
、
必
ず
し
も
巨
額
と
は 

い
ひ
得
な
い
0

' 
■ 

. 

> 

_

..

㈢

從
っ
て
、「

役
權
騰
惡
迄
增
長
仕」

と
い
ふ
こ
と
も
、
訴
因
と
し
て
茁
耍
な
意
義
を
持
つ
て
ゐ
た
と
考
へ
ら
れ
る
。

以
下
、
こ
の
點
に
贺
意
し
っ
寧
件
の
經
緯
を
述
べ
て
行
く
。
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註
-—
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. r

延
享
四
，年
邦
六
月
.、
武
蔵
國
葛
飾
郡
藤
塚
村
流
作
場
新
田
檢
地
帳」

に
據
る
。
尙
、
こ
の
檢
地
は
、
神
尾
若
狹
守
、
逸
見
出
羽
守
の
釓
せ
る

も
^

で
.あ
る
。
，
«

捉
、
<

寬
诞
#

年
午
会
J

、
..日
光
御
法
食 
一一#

御
f

犬
^

一一
 

可
.相
勤
.
-
}札
.、
勝
塚
村
惣
百
姓
j

k

.は
、

一
ぼ
か
の
百
姓
名
が
連 

記
捧
印
■さ
れ
て
.
ゐ
る
こ
と
を
附
記
す
る
。

. 

.

.

» 

- 

V

'.(

註1
D
.
.
.
「

明和
！！一 :

年
成
©
:
.月
、'
武
蒇
國
葛
飾
郡
藤
塚
村
新
田
檢
地
帳」

：，に
據
る
。
と
れ
は
、
伊
奈
備
前
守
の
乳
せ
る
'も
の
で
あ
る
0 

(

s

a

蔵

田

伊

-
a
編

，
大
日
本
地
誌
大
系
•
第

六

卷

ニ

八

〇

頁

？
'に
據
る

：0
尙
、

こ
\

£
收
錄
さ
'れ

た
—»
新
編
武
藏
風
土
記
槁」

■の
成
立
年
月
は
文 

化
七

年

(

一
八
一
〇
年)

〜

文
政
’七

苹(
一

八
ニ
四
年
し
で
あ
る
の
で
、
本
論
に
於
て
は
、
單
に
文
化
度
と
記
す
に
止
め
た
。

:(

鞋
四
^

^
天
保
十
三
寅
年
ノ
村
高
人
別
家
數
書
上
帳
丨
武
藏
國
葛
钸
郡
藤
塚
村
^
に
據
る
？

^

(

註
五)

こ
の
年
月
は
、
東I

郞
の
返
答
臀
か
ら
推
宛
し
た
。
 

' 

、

(

肫
六)

後
述
の
如
く
、
遠
旖
家
は
=!*
く
ょ
リ
、
そ
の
她
を
稱
し
て
ゐ
た
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
、
敢
へ
て
、
遠
藤
束
一
郎
と
記
し
た
。

:(

註
七>
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訴

訟

方

願

誉

寫

■ 
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.
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ぐ
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藤
塚
村
，
逸
見」

 

/ 
’ 

.

尙
、
と
乂
，に
，い

ふ「

逸
見」

と
は
、

「

北
葛
飾
郡
藤
塚
村i

神
道
無
念
流
の
逸
見
思
道
軒
あ
P」

.(

培
玉
縣
誌
：
太
正
元
苹
刊
V

上

卷

.
六
〇

一
頁
0) 

と
.記
さ
れ
，て
ゐ
る
プ
族
で
あ
ら
ぅ

か
。

.

.

.

(

独
八)

-

「

天
保
ナ
1
ニ'黄

牟

て
'

'

.

.

.

.

-

卜;

三月十九日

 

藤塚村

 

•

，
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右
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村
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勘
定
儀
奉
出
訴
去
郊
十
一
月
中
年
寄
新
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召
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仰
付
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又
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付
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右
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述
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應
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れ
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石
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、
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狹
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廿
.
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て
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五
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。
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萍
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右
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藉
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漱
民
部
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右
川
氏
な
り
、
：
' 富
豪
に
：て
世
：み
玛
部
と
稱
し
、
里
扭
を
.勤
む
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祖
：民
部
法
名
道
性
慶
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四
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忠
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て
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村
内
靜
栖
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西

光
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觀
晉
の
三
ゲ
寺
を
開
基
し
、.
各
田
畑
.を
寄
附
せ
.り
、
.
萬
治
年
中
御
寶
法
親
玉
日
光
出
參
詣
の
時
村
杓
靜
栖
寺
へ
逗
留
あ
P
 

て
、
民
部
が
#'
業
を
賞
し
、
錦
の
輪
袈
裳
念
珠
扇
子
を
賜
は
.
り
、
今
に
.所
持
.せ
P
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享
保
十
.七
年
御
室
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法
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の
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ら
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、
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右
の
祺
件
に
關
し
、
我
々
は
、
ま
ず
、
經
緙
の
激
し
さ
に
も
枸
ら
ず
、
そ
の
眞
相
が
極
め
て
瞹
昧
で
あ
っ
..た
點
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な 

ら
な
い
。.換
言
す
れ
ば
、
夫
々
の'評
因
は
、’：飽
く
迄
^

表
茼
的
理
由
で
あ.々

、
，
そ

の

背

後

に

何

等

か

の

，む

0>
大
き
な
理
由
が
存
在
し
て
ゐ 

た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
こ
で
、
こ
れ
を
强
ひ
て
臆
測
す
れ
ば
、
藤
塚
村
は
、
村
内
が
七
組

•に
：
分

た

れ

、
：
そ

め

I

々
の
.利
害
は
常
に一 

致
す
る
と
は
限
ら
な
か
っ
た
。*

て
、
こ
の
狀
態
は
、
同
ー
組
合
內
に
於
、け
る
各
個
人
間
に
も
波
及
し
：て
行
っ
た
ネ
の
と

.思
は
れ
る
。
そ 

れ
故
、
翁

人

は

、'自
已
の
利
益
を
中
：心
と
し
て
行
動
す
る
こ
と
.：に
の
み
意
を
用
ひ
て
行
く
傾
向
を.示
し
て
ゐ
た
。
こ
の
と
と
が
、
生
產 

力
を
根
本
的
，に
規
制
す
る
耕
地
の
絶
對
的
不
足
、
更
に
'は
亦
，
こ
：れ
に
破
壞
的
脅
威
を
與
へ
た
P

-7
K

J

を
要
因
と
じ
て
ゐ
ー
た
こ
と
は
、
略 

>々

誤
り
•な
い
で
あ
ら
ぅ
。
そ
れ
と
同
時
に
、
比
較
的
早
く
か
ら
貨
幣
經
濟
の

■渦
中
に
捲
き
込
ま
れ
た
藤
燦
村
に/と
っ
て
、

「

利
益」

と 

は
個
人
生
活
の
擁
護
で
あ
り
、
.

そ
の
爲
に
は
手
段
を
選
ば
な
い
と
ず
る
氣
風
が
醸
成
さ
れ
、
權
丸
は
、
.こ
れ
に
好
個
の
目
ー
標
を
與
へ
て
ゐ 

た
の
で
あ
る
。
然
も
、
經
濟
的
に
絕
對
有
利
を
示
す
大
地
主
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